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課題を検証するものである。 タイ語では人称表現が多様に変化するため、 円滑なコミュニケ シーョンを行
うためには人称表現の適切な運用が重要となるが、 その使用意識と現在のタイ語教育での説明には乖







This paper aims to present the analytical results of a survey of third-person terms in Thai and 
to study related issues in Thai education programs. Personal expression is integral for smooth 
communication in Thai because of the language’s inherent diversity. The survey was developed to 
address the potential discrepancy between the actual usage and coverage of third-person terms in 
Thai education programs. The results indicate that the vertical relationship between the speaker 
and the referent, such as disparity in age, are the predominant factors determining third-person 
term use, and kin terms are most often used with elder referents. On the other hand, third-person 
terms for coeval and younger referents are more diversifi ed. It may be necessary for educational 
learning materials to review the explanations of some third-person terms and develop more 
pragmatic methods to assist leaners of Thai as a second language in understanding the usage of 
third-person terms properly. As one approach, it would be possible to make use of the concepts of 
vertical and horizontal politeness that refl ect the social and cultural features of Thai language.
はじめに
タイ語特有の社会文化的要素として、 (1)社会的立場の確認、 (2)距離を縮める、 (3)配慮表
現、 (4)コミニケーション ・ストラテジー、 (5)文体の違い、 という5つの特徴があるとの分析結果が示
され、 その中の (1)、 (2)、 (3)では人称表現 2)の適切な使用が必要だと指摘されている [スニサ  ー
2017b:240-248]通り、 人称表現はタイ語でのコミュニケ シーョンの中で重要な要素である。 タイ語の人称
表現には人間関係が現れ、 相手や状況、 及び自身の属性に応じて、 それらは多様に変化している。
しかしながら、 現在のタイ語教育で教えられている人称表現だけでは、 タイ語で円滑なコミュニケーショ
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ンを取るには十分ではない可能性があると考えている。 例えば、 現在の日本のタイ語教育で広く一般的
なものとして教えられている三人称代名詞は [kháw]であり、日本人含め外国人は会話で多用している。
しかしながら、 本稿でも後述するが、 [kháw]を使うのが適切ではないケースもある。 例えば、 教職者
の先生を言及する際に [kháw]を用いることは、 タイ語として不適切であり、 対話者が発話者に対して
悪印象を持つ可能性がある。 タイ語では多様な三人称表現を状況に応じて選択する必要性があるにも
関わらず、 現行の教材では人称表現の意味の説明にとどまり、 各表現のプラグマティクス的説明まで及
んでいるものは少ない。 一方、 この事例から鑑みるに、 人称表現は、 それらを適切に運用すれば、






ト調査を行った。 本アンケ トーでの質問項目は、 フォー マル及びカジュアルな場面において、 一人称表
現、 二人称表現については、 発話者との年齢差、 性別、 距離感、 社会的立場などが異なる多様な
タイプの対話者に対して自身が使用する一人称表現、 二人称表現について、 そして三人称表現につ
いては同様に多様なタイプの第三者を言及する際に、 自身が使用する三人称表現を選択し回答する方
式で実施しており、 回答は複数回答も可としている。 選択肢以外の人称表現を使用する場合は、 「そ
の他」 を選択した上で、 具体的な語句の回答のあったものを有効回答としてカウントしている。 回答者
には、 自身の名前、 性別、 年齢、 職業、 出身地を任意で記入してもらっているが、 回答内容に基づ
くと本調査協力者自身の性別の内訳は、 社会人は女性 163名、 男性 103名、 その他の性別 39名
の計 305名、 大学生は女性 139名、 男性 89名、 その他の性別 47名の計 275名となっている。 本
調査への協力者が所属する組織としては、 カシコン銀行、 日泰経済協力協会、 カセサ トー大学、 タイ
商工会議所大学、 チェンマイ大学、 コ ンーケ ンー大学、 ナコンラチャシーマー・チャパット大学などがあ
り、 大学に関しては、 学生と職員の双方から協力が得られた。 また、 書面でのアンケ トー調査を補完
する目的で、 大学生の回答者 275名の内、 34名にはインタビュー調査を実施している。 本稿は、 全
体の調査の中から、 三人称表現に関する内容に絞って、 調査結果をまとめ、 分析するものである。
社会人と大学生では、 それぞれが置かれている環境が異なることから、 異なる調査票を用いている。
三人称表現でのフォー マルな場面として社会人は会議、 大学生は研究発表とし、 カジュアルな場面は
社会人と大学生の質問とも共通で友人との会話の場面としている。 発話者と第三者の年齢差、職業、
役職といった社会的立場、 第三者の性別、 そして発話者と第三者との親疎といった様 な々特性を組み
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合わせ、 フォー マルな場面を想定した社会人への質問で 26タイプ、 大学生への質問で 20タイプ、 カ
ジュアルな場面を想定した社会人への質問で 30タイプ、 大学生への質問で 30タイプの第三者を設定
し、 それぞれの場面で各第三者を言及する際に使用する三人称表現を訊いている。 なお、 今回の書




選択式回答の選択肢としては、 タイ語文法書 “way-yaa-kɔɔn thay” [Bandhumedha 2016:26-27]等
の 6種類のタイ語教材 3)の中で三人称表現として掲載してある語に加え、 筆者の経験に基づき実際の





 ཧ↷ᩍᮦ 3䠅䛷䛾ㄝ᫂ 
kháw D7KHJHQHUDOZRUGIRUERWKnKH|DQGnVKH|









kܭܭ a. Familiar, used to refer to friends, both male and female. 
b. [kܭܭ] is employed as a third-person pronoun by some speakers for teachers and other respected 
people.  This same pronoun is also used as an inferior second- and third-person pronoun, e.g. 




man a. Means “it”, sometimes used to refer to people in a derogatory way. 
b. [man] is the only pronoun which can be used for non-human and inanimate referents(‘it’).  
However, when it refers to a human referent, it serves as a non-elegant version of [kháw]. 
c. 䛒䛔䛴䚸䜔䛴䚹㍍⶜䜎䛯䛿ぶ䛧䜏䜢㎸䜑䛶䛔䛖䛣䛸䜀䚹 
f. ୕ே⛠䜢⾲䛩䚹ᩗព䝺䝧䝹䛿䚸[thâan]䚸[kháw]䚸[kܭܭ]䚸[man]䛾㡰䚹 
WKۑۑ a. For “she”, sounds more polite than [kháw] 
b. [WKۑۑ] more often than not refers to a female third-person (‘she’). It is a more elegant term 
compared to [kháw]. 
f. >NKXQWKۑۑ]䛾⤌䜏ྜ䜟䛫䛷୙ᛌឤ䜢♧䛩䚹 
lܧҒn a. “She” in writing, mostly in novels. 
f. ዪᛶ䜢ゝཬ䛩䜛㝿䛻౑⏝䚹 
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[kháw]は今回参照した全ての教材で三人称表現として取り上げられ、 最も一般的な三人称表現とし
て説明がされている。 取り上げられている教材の数は [kháw]よりは少ないものの、 [thâan]は目上の人
に対して最敬礼を示す語として、 [kɛɛ]は [thâan]より敬意の程度は下がるものの、 親しみの意味を表
すことも可能な語として紹介されている。 但し、 [kɛɛ]の使用範囲について、 目上としているものが多い
が、 友人 [Higbie, Thinsan 2003:2]、 目上だけでなく目下にも使用 [Iwasaki, Ingkaphirom 2009 ： 52]









愛称」 を有しており、 インフォー マルな場面を中心に使用される人称表現と説明されており、 三人称表
現としても使用される。 一方で、 [chɯ̂ɯ-ciŋ]は 「本名」 を意味する語で、 公的書類には [chɯ̂ɯ-
ciŋ]を記載する。 マラシー&村上 [2014:193]では、 [kháw] はよそよそしい印象があるため、 第三者
に言及するときには、 [kháw]よりも、 親族名称、 または親族名称＋名前 (愛称 )、 あるいは名前 (愛
称 )を使う方が好まれる、 とある。 今回参照した教材では、 職業名称を三人称表現として使用する場
合の説明は見当たらなかった。 表 1で示した教職の 「先生」 を意味する [ʔaa-caan]、 「医者」 を意
味する [khun mɔ̌ɔ]は、 いくつかの教材で二人称表現としての説明はある [スニサー 2019b:176-177]も




a. Used to address a person who is older than you are but from the same generation. 
b. Used not only in the real family structure, but also in a fictitious family structure as well. Use for 
elder sibling. Regardless of sex. The use of this kin terms instead of pronouns creates a decidedly 
more informal and friendlier atmosphere. 
d. ጜ/඗/䡚䛥䜣(ᖺୖ䛾ே䛾ྡ๓䛻௜䛡䜛ᩗ⛠) 
䛆➹⪅⿵㊊䛇a䚸b䚸d 䛸䜒୕ே⛠⾲⌧䛻≉ᐃ䛧䛯ㄝ᫂䛷䛿䛺䛟䚸ே⛠⾲⌧඲⯡䛸䛧䛶䛾ㄝ᫂䚹 
ch ݁ࡂ ݁-lên 
䠄ᅛ᭷ྡモ䠅 
b. As in English, names are used to refer to third-persons.  
d. ⮬ศ䜘䜚ᖺୗ䜎䛯䛿ぶ䛧䛔཭㐩䛻ᑐ䛧䛶䠄ᑐ➼䛺❧ሙ䠅 
䛆➹⪅⿵㊊䛇d䛻䛴䛔䛶୕ே⛠⾲⌧䛻≉ᐃ䛧䛯ㄝ᫂䛷䛿䛺䛟䚸ே⛠⾲⌧඲⯡䛸䛧䛶䛾ㄝ᫂䚹 
ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 
䠄ᅛ᭷ྡモ䠅 b. As in English, names are used to refer to third-persons. 
ݦaa-caan 
䠄⫋ᴗྡ⛠䠅 䛆➹⪅⿵㊊䛇୧ㄒ䛸䜒䚸b䚸d 䛾୰䛷஧ே⛠⾲⌧䛸䛧䛶䛾ㄝ᫂䛿䛒䜛䛾䛻ᑐ䛧䚸୕ே⛠⾲⌧䛸䛧䛶䛾ㄝ᫂䛿䛺䛔䛜䚸୕ே⛠⾲⌧䛸䛧䛶ᐇ㝿䛾ᑐヰ䛾୰䛷ከ⏝䛥䜜䛶䛔䜛➹⪅䛾⤒㦂䜘䜚㑅ᢥ⫥䛸䛩
䜛䚹 khun mܧࡊ ܧ 䠄⫋ᴗྡ⛠䠅 
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いる。 ①発話者の性別 （男性 /女性）、 ②発話者の年齢 （社会人 /大学生）、 ③第三者の年齢
（年上 /同年代 /年下）、 ④第三者の性別 （男性 /女性）、 ⑤発話者と第三者の親疎、 ⑥第三者
の社会的立場、 そして⑦場面 （フォー マル /カジュアル） となる。 性別として 「その他」 に分類される
LGBT/SOGIグル プーについても、 今後の予備調査として分析を試みたが、 詳細な性別が不明瞭、
もしくは非公開としている回答が多く、 有効な統計デ ターを得られなかったため、 今回の分析対象から
は除外することとする。 また、 回答の際、 選択肢として 「その他」 を選択しながら、 具体的な人称表
現の記入が無かったものについては、 無効回答とする。
本稿では、 頁数の都合上、 詳細な調査結果を全て掲載することは困難なため、 外国語としてのタイ
語教育の観点で着目すべき結果が観察できた部分を中心に掲載するものとする。 以降の集計結果を示
す表中の掲載語は、 各回答の中で 10 %以上の回答率があった語のみとしている。 各表中では、 3分
の 1以上つまりは 34%以上の回答が得られた語、 19 ～ 33%の回答が得られた語、 10 ～ 19%の回答




各人称表現を選定する上で大きな影響を有していることが示された [スニサー 2019a:113、 スニサー
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表 2　：　三人称表現 (カジュアル )：発話者と第三者の年齢差
この結果を見ると、 発話者と第三者との年齢差によって、 三人称表現が大きく異なることが分かる。
第三者が年上の場合、 全ての発話者グル プーで [phîi+chɯ̂ɯ-lên/ciŋ]の回答率が 7割以上となって
おり、 各発話者グル プーにおいて [phîi+chɯ̂ɯ-lên/ciŋ]以外で 10%を超える回答があった語は女性 ・
大学生及び男性 ・大学生で見られた [kháw]の 1語のみである。 一方で、 第三者が同年代や年下
の場合、 年上の第三者と比較すると回答が多様化している。 第三者が年下の場合、 全発話者グル
ープで [chɯ̂ɯ-lên]が大多数であったものの、 他にも[nɔ́ɔŋ+chɯ̂ɯ-lên/ciŋ]、 [man]、 [kháw]の 4
語で 10%以上の回答があった。 [nɔ́ɔŋ]とは 「弟 /妹」 を意味する親族名称で、 名前の前に付けるこ
とがあり、 「その他」 の回答として挙がったものである。 さらに第三者が同年代の場合は [chɯ̂ɯ-lên]
の回答率が年上、 年下に比べて最も低くなるとともに、 それ以外の語の回答率も高くなり、 各発話者グ















ᖺୖ phîi+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 81% ---  ---  
ྠᖺ௦ ch ݁ࡂ ݁-lên 59% ---  kháw WKۑۑ 
15% 
10% 




ᖺୖ phîi+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 88% ---  kháw 12% 







ᖺୗ ch ݁ࡂ ݁-lên 62% ---  
man 










ᖺୖ phîi+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 75% ---  ---  
ྠᖺ௦ ch ݁ࡂ ݁-lên 48% ---  kháw man 
18% 
13% 
ᖺୗ ch ݁ࡂ ݁-lên 54% ---  
man 
kháw 







ᖺୖ phîi+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 80% ---  kháw 11% 
ྠᖺ௦ ch ݁ࡂ ݁-lên 39% man 26% kܭܭ 10% 
ᖺୗ ch ݁ࡂ ݁-lên 43% ---  man nܧғܧƾFK ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 
16% 
14% 
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表 3　：　三人称表現 (カジュアル )　：　発話者と第三者との親疎
第三者の親疎の違いとして見られた点としては、 女性 ・大学生が同年代及び年下の第三者を言
及する場合のみである。 発話者と第三者が親しければ [man]が多く使われる傾向があり、 同年代で
24ポイント増、 年下で 11ポイント増という結果となっている。 他にも[ʔii]も親しい同年代の第三者には
15ポイント増となっている。 逆に同年代の親しくない第三者に対しては、 [kháw]の回答率が 12ポイント




Ⓨヰ⪅ ➨୕⪅ ୺せᅇ⟅ 







ぶ䛧䛔 ch ݁ࡂ ݁-lên 49% man 41% ݦii kháw 
18% 
10% 




ぶ䛧䛔 ch ݁ࡂ ݁-lên 63% man 20% nܧғܧƾFK ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ (kháw) 
11% 
(9%) 
ぶ䛧䛟䛺䛔 ch ݁ࡂ ݁-lên 61% ---  
kháw 
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本項の最後に、 表 4で職業を含めた社会的立場による影響を見ていくこととする。
表 4　：　三人称表現 (カジュアル )：特定の職業・社会的立場






ୖྖ phîi+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 68% ---  ---  
㔜ᙺ ---  phîi+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ thâan 
28% 
26% khun+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 11% 




ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 
14% 
14% 
ⱁ⬟ே ch ݁ࡂ ݁-lên 59% ---  kháw ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 
19% 
13% 
ⱁ⬟ே䞉Ꮚ౪ ch ݁ࡂ ݁-lên 62% ---  nܧғܧƾFK ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 
14% 
12% 
་⪅ khun mܧࡊ ܧ 87% ---  ---  
㤳┦ thâan 52% ---  ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 17% 




኱Ꮫ⫋ဨ phîi+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 67% kháw 24% ---  
኱Ꮫᩍဨ ݦaa-caan 92% ---    
Ꮫ㛗/⌮஦㛗 ݦaa-caan 40% thâan kháw 
26% 
21% ---  
ⱁ⬟ே ch ݁ࡂ ݁-lên 53% kháw 33% QDDƾ ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 
16%
15% 
ⱁ⬟ே䞉Ꮚ౪ ch ݁ࡂ ݁-lên 57% kháw 20% nܧғܧƾFK ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 18% 
་⪅ khun mܧࡊ ܧ 86% ---  ---  
㤳┦ thâan 40% kháw ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 
22% 
21% ---  






ୖྖ phîi+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 46%   KԃD-nâa +ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 13% 
㔜ᙺ ---  phîi+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 24% thâan 19% 




khun+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 
15% 
15% 
ⱁ⬟ே ch ݁ࡂ ݁-lên 45% kháw 21% ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 19% 
ⱁ⬟ே䞉Ꮚ౪ ch ݁ࡂ ݁-lên 45% ---  kháw ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 
15%
15% 
་⪅ khun mܧࡊ ܧ 75% ---  ---  
㤳┦ thâan 52% ---  ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 18% 




኱Ꮫ⫋ဨ phîi+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 64% ---  kháw 15% 
኱Ꮫᩍဨ ݦaa-caan 85% ---  ---  
Ꮫ㛗/⌮஦㛗 ݦaa-caan 42% thâan 28% kháw 10% 
ⱁ⬟ே ch ݁ࡂ ݁-lên 53% kháw 24% ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 13% 
ⱁ⬟ே䞉Ꮚ౪ ch ݁ࡂ ݁-lên 39% ---  kháw nܧғܧƾFK ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 
18% 
10% 
་⪅ khun mܧࡊ ܧ 74% ---  ---  
㤳┦ thâan 40% ---  kháw ch ݁ࡂ ݁-lên 
15% 
12% 
኱ൔṇ thâan 57% ---  kháw 10% 
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まず、 職業の中で、 教職者と医者については、全ての発話者グル プーで 7割以上が職業名称を三
人称表現として使用すると回答しているが、これは二人称表現で見られた傾向と同様の結果である [ス






対象とした回答に見られる。 これは 「その他」 としての回答となるが、 [khun]とは対象の年齢や性別
を問わず名前の前に付ける敬称となり、三人称だけでなく、二人称としても使われる語である。 他にも、
「その他」 の回答として 10%以上の回答があったものでは、 男性 ・社会人の対上司で見られる [hǔa-




年齢は不明であるが、 表 2で示された身近な年上の第三者に対して多用する [phîi]を含んだ語を使
用する回答はあまり見られなかった。
2. 2. フォーマルな場面
本項はフォー マルな場面での調査結果となるが、 フォー マルな場面に関しては、 より多様な立場の人
物への三人称表現を調査目的として設問を設計した。 そのため、 フォー マルな場面の設問では、 設問
数の点から、 第三者と発話者の年齢差を明確に定義した第三者は限定的となったため、 第三者と発
話者の年齢差についての考察はここでは行わず、 第三者の社会的立場に応じた特徴に焦点を当てて
いくことにする。 表 5が女性の発話者グル プー、 表 6が男性の発話者グル プーの回答結果をまとめたも
のである。
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表 5　：　三人称表現 (フォーマル )：女性
表 6　：　三人称表現 (フォーマル )：男性






ྠ൉ ch ݁ࡂ ݁-lên 49% ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 21% WKۑۑ 10% 




㔜ᙺ䞉♫㛗 ---  
thâan khun+ch ݁ࡂ ݁-
OrQFLƾ 
33% 
28% ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 19% 
ྲྀᘬඛ䛾 
㔜ᙺ䞉♫㛗 ---  
thâan 
khun+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 
33% 
28% ch ݁ࡂ ݁-FLƾ  19% 
ྲྀᘬඛ䛾 
䝬䝛䞊䝆䝱䞊 ---  
khun+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 
phîi+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 






♫ဨ ---  
khun+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 
ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 
31% 
26% kháw 10% 
㢳ᐈ khun+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 37% ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 26% kháw 13% 
་⪅ khun mܧࡊ ܧ 88% ---  ---  
㤳┦ thâan 61% ---  ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 14% 




኱Ꮫ⫋ဨ phîi+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 57% ---  kháw ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 
19% 
16% 
኱Ꮫᩍဨ ݦaa-caan 92% ---    
Ꮫ㛗/⌮஦㛗 thâan 52% ݦaa-caan 33% ---  
኱௻ᴗ♫㛗 thâan 44% kháw ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 
21% 
21% khun+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 12% 
㤳┦ thâan 62% ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 22% kháw 10% 
་⪅ khun mܧࡊ ܧ 87% ---  ---  
኱ൔṇ thâan 76% --- 21% ൔ౶䜢⾲䛩ㄒ 19% 
 






ྠ൉ ch ݁ࡂ ݁-lên 40% ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 20% kháw 18% 
ୖྖ phîi+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 35% ---  
ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 
thâan 





㔜ᙺ䞉♫㛗 ---  
thâan 
ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 
28% 
20% 
khun+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 






㔜ᙺ䞉♫㛗 ---  
thâan 
ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 
26% 
22% 
khun+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 






䝬䝛䞊䝆䝱䞊 ---  ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 27% 
phîi+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 
thâan 





♫ဨ ---  ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 31% 
kháw 
khun+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 




㢳ᐈ ---  khun+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 29% kháw phîi+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 
17% 
15% 
་⪅ khun mܧࡊ ܧ 73% ---  ---  
㤳┦ thâan 53% ---  ---  




኱Ꮫ⫋ဨ phîi+ch ݁ࡂ ݁-OrQFLƾ 61% ---  kháw ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 
12% 
10% 
኱Ꮫᩍဨ ݦaa-caan 87% ---  ---  
Ꮫ㛗/⌮஦㛗 thâan ݦaa-caan 
44% 
42% ---  ---  
་⪅ khun mܧࡊ ܧ 82% ---  ---  
኱௻ᴗ♫㛗 thâan 39% kháw 21% ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 19% 
㤳┦ thâan 63% ---  ch ݁ࡂ ݁-FLƾ 16% 
኱ൔṇ thâan 67% ---  ݦaa-caan 10% 
 
スニサー　ウィッタヤーパンヤーノン （齋藤）　Sunisa Wittayapanyanon ( saito)













2. 3. インタビュー 内容
これまでの調査結果は、 書面調査に基づくものであるが、 34名の大学生には、 書面調査を補完す
る目的でインタビュ もー行ったので、 そこで得られた主要な意見を本項では紹介したい。
三人称表現に関する内容で最も多く聞かれた意見としては、 日本人に限らず外国人の多くが [kháw]










用いられるということである。 [kháw]は確かに中立的かもしれないが、 インタビュー内容も鑑みるに、 非
常に無機質な印象となり、文脈によっては対話者に悪印象をもたらす危険性があると考えられる。そして、
固有名詞を使用する際は、 第三者と発話者の関係性に応じて、 [phîi]や [khun]などを付加し、 適
切なポライトネスを示すことが必要となる。タイ語において一人称表現や二人称表現では相手との親疎に
よる距離のポライトネスだけでなく、 上下関係を示すポライトネスも重要となり、 スニサー&富盛 [2019]
の中では、 相手との距離に関するものを 「水平的ポライトネス」、 上下関係に関するものを 「垂直的ポラ
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イトネス」 と呼んでいる。 今回の調査結果を見る限り、 第三者が年齢や社会的立場によって、 垂直関
係で発話者より上に位置する場合は、 [phîi+chɯ̂ɯ-lên/ciŋ]、 [thâan]、 [ʔaa-caan]、 [khun mɔ̌ɔ]
といった語がカジュアル /フォー マルの場面を問わず多く用いられており、 三人称表現でも目上の人には
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2) 本稿では次に挙げる (1) ～ (4)を、 まとめて 「人称表現 /呼びかけ表現」 と呼ぶこととする。 (1)人称代名詞 
personal pronoun　例 )[chán] [kháw]、 (2)親族名称 kin term 例 )[phîi]年上への呼称 「兄 ・姉」 [nɔ́ɔŋ]年
下への呼称 「弟 ・妹」、 (3)愛称、 名前などの固有名詞 personal names 例 )[chɯ̂ɯ-lên] 「ニックネーム」、 (4)
職業名称 occupational titles 例 )[khruu] 「（教職の） 先生」　[mɔ̌ɔ] 「医者」。 (2) ～ (4)は文脈により一人称 /
二人称 /三人称として使用される。
3) 引用元は、参考文献にある次の教材となる。a=“Thai reference grammar : the structure of spoken Thai (Higbie, 
Thinsan 2003)”、 b= “A Reference Grammar of Thai (Iwa saki, Ingkaphirom 2009)”、 c= 『タイ語の基礎 増補
新版 (三上 2014)』、d＝ 『表現を身につける初級タイ語 (スニサー 2016)』、e= 『タイ語 (世界の言語シリー ズ )(マ
ラシー、 村上 2014)』、 f= “way-yaa-kɔɔn thay (Bandhumedha 2016) ” なお、 fは筆者和訳で掲載している。
参考文献
スニサー　ウィッタヤーパンヤ ノーン 2016 『表現を身につける初級タイ語』  三修社
スニサー　ウィッタヤーパンヤ ノーン 2017a 「CEFRを参照とした日本人タイ語学習者向け教材に関する考察  —外国語として
のタイ語教育スタンダ ドー開発に向けて—」 『東京外国語大学論集』 No.94 pp.169 -188.
スニサ  ーウィッタヤーパンヤ ノーン 2017b 「タイ語教育におけるCEFR適用に向けたタイ語特有の社会 ・文化的要素に関す
る考察」 『東京外国語大学論集』 No.95 pp.233-252.
スニサー　ウィッタヤーパンヤ ノーン 2019a 「タイ語での一人称表現に関する意識調査とタイ語教育での課題」 『外国語教育
研究』 外国語教育学会紀要 No.22 pp.99-117
スニサー　ウィッタヤーパンヤ ノーン 2019b 「タイ語での二人称表現に関する意識調査とタイ語教育での課題」 『東京外国
語大学論集』 No.99 pp.173-191
スニサー　ウィッタヤーパンヤ ノーン、 富盛伸夫 2019 「タイ語教育における社会文化的適切性とCEFRへの適用―ポラ
イトネス理論の視点から見た人称詞 ・呼称表現を中心に―」 外国語教育学会 (JAFLE)第 23回研究報告大会　
2019年 12月14日
三上直光　2014　『タイ語の基礎 増補新版』　白水社
宮本マラシー、 村上忠良　2014　『タイ語 (世界の言語シリー ズ )』　大阪大学出版会
Bandhumedha, Navavan 2016 “ไวยากรณ์ไทย way-yaa-kɔɔn thay” Bangkok. Chulalongkorn University
Dryer, Matthew S. & Haspelmath, Martin (eds.) 2013 “The World Atlas of Language Structures Online” Leipzig: Max 
Planck Institute for Evolutionary Anthropology
Higbie, James & Thinsan, Snea 2003 “Thai reference grammar: the structure of spoken Thai” Bangkok. Orchid Press
Iwasaki, Shoichi & Ingkaphirom, Preeya 2009 “A Reference Grammar of Thai” Cambridge. Cambridge University 
Press 
McCready, Elin 2019 “The Semantics and Pragmatics of Honorification: Register and Social Meaning” Oxford. 
Oxford University Press
286
東京外国語大学論集 第 100 号（2020）
TOKYO UNIVERSITY OF FOREIGN SUTDIES, AREA AND CULTURE STUDIES 100(2020)
